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《 巻頭言》     

未来に繋ぐ人間関係―人間関係士の果たすべき役割とは― 

      

日本人間関係学会第 34 回全国大会 大会委員長 杉本 太平  

（ 宇都宮共和大学教授）   
              

 本学会の第 34 回大会を

栃木県宇都宮市にあります、

宇都宮共和大学（シティキャ

ンパス）で開催することとな

りました。今回の大会テーマは

「未来に繋ぐ人間関係～人間

関係士の果たすべき役割とは～」です。 

2026 年3月末に『｢人間関係士｣ガイドブック』

発刊が叶い、本学会認定資格の「人間関係士」が

本格的に実施されることとなりました。一般社団

法人日本人間関係学会は、教育・研究・心理臨床・

福祉・医療などの研究職・専門職者のみならず、

地域社会で対人支 援を実践される方や一般企業

で務める社会人、海外ボランティアの支援などに

従事される方が集い、共に人間関係を学びあう場

として設立されました。「人間関係」を共通のテ

ーマに、共に学びあえる研究・研修・実践の場を

創造していく過程で、その成果を共有できるもの

として、「人間関係士」資格が世に生み出されま

した。本資格をその先の未来にどう繋げていくべ

きか、今大会では会員の皆様と共に考え、語り合

える場にできればと願っております。   

基調講演は早坂三郎理事長より「人間関係士に

期待されること」としてご講話を頂き、  杉本より

資格養成の将来構想についてお伝えします。また、

大会企画シンポジウムでは、ガイドブック執筆者

数名にそれぞれの領域（心理・福祉・教育）での

人間関係士が果たすべき役割についてお話いた

だき、参加者との意見交換の機会にもしたいと考

えております。研究発表につきましては、研究発

表・口頭実践発表を設定し、発表 15 分、質疑応

答 5 分の計20 分の時間を予定しております。ま

た、自主ラウンドテーブルやワークショップ・ 自

主シンポジウムなども可能です。詳細は、HP 掲

載の「日本人間関係学会 第 34 回全国大会プログ

ラム」 等にてご確認いただければと思います。  

世界的な自然環境の変化の中にあって、国際情

勢的にも日本国内の社会状況においても、またAI

化が進む変革の社会において、今こそ自分自身も

他者も物も大事にされる平和で豊かな人間関係

を創造していくための「変革」が強く求められて

いるといえます。身近な生活の場から「人間関係」

をより良く豊かにしていくための支援者として

の「人間関係士」を本学会として社会に提供して

いくことで、より良い変革に向け、寄与できれば

幸いです。  
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シリーズ「ともに老いゆく」（その３）  

ごちゃまぜのぬくもりが生む、地域のしなやかなレジリエンス 
 

シリーズ｢ともに老いゆく｣の第3回をお届けします。その核心は「支援する側／される側」という固定化を壊し、 

高齢者が子どもを見守り、若者が夕食を手伝い、 誰もが主役になれる瞬間が日常的に生まれることにあるようです。 

 

【出席者】 三好 明夫 氏（日本人間関係学会副理事長／NPO法人とらい・あんぐる理事長）  

石田 栄子 氏（とらい・あんぐる常勤理事／調理師・介護福祉士・社会福祉士）  

谷川 和昭（日本人間関係学会理事・広報委員会委員長：司会進行） 

 

 

◆紫野の民家に灯る「ごちゃまぜ」の日常 

谷川（司会） 「本日は、シリーズ『ともに老いゆく』

の第3回。京都・紫野の『寄合処』での実践について、

三好先生、石田さんから、まず、この“ごちゃまぜ”

という言葉から伺いたいのですが——」 

三好 「制度の縦割りが進むほど、人は“対象者”と

して分けられてしまうんです。高齢者サロン、子ども

食堂、障害者支援…どれも大切ですが、同時に“助け

る側／助けられる側”という固定化も生まれてしまう。」 

石田 「でも、寄合処ではそれが自然にひっくり返る

んです。Yoria Port/2026 Vol.2にも入れましたま

したが（p.5）、『ここでは子どもは私がみてるから、

お母さんはゆっくりご飯を食べ』 と、ふさぎ込みがち

だった高齢者の方が自ら立ち上がる。 あの瞬間の空気

は、本当にあたたかいですよ。」 

谷川 「役割が逆転する日常……それこそがレジリ

エンスですね。」 

 

◆「居・食・充」がつくる、まあるい円（縁） 

谷川 「寄合処では衣食住を“居・食・充”と再定義

されていると伺いました。」 

三好 「ええ。“居心地の良さ（居）”“食卓を囲む

（食）”“心の充足（充）”。 この三つが揃うと、人

は自然と混ざり合うんです。」 

石田 「昼はワンコインランチ、午後はドーナツの

カフェ、夕方は子ども食堂。夕方になると高校生や大

学生がふらっと来て、宿題をする子、夕食づくりを手伝う

若者、おしゃべりする高齢者が同じ空間にいるんです。」 

谷川 「まるで舞台の群像劇のようですね。」 

三好 「仕切りがないからこそ、『街の中に大きな“こ

ども110番の家”があるような安心感』 が生まれるん

です。」 

 

◆科学が証明する「つながり」と「利他」の力 

谷川 「寄合処の実践は、科学的知見とも深くつなが

っていますね。」 

 

三好 「近年の疫学研究では、豊かな人間関係を持つ

人は死亡率が顕著に低い。 脳科学では、誰かを応援す 

 

 

る利他行動がドーパミンを分泌させることも分かって

います。」 

石田 「支援を受ける側が“誰かを助ける側”に回る

瞬間、表情が変わるんです。 添付原稿にもありました

が、『自分も誰かの力になれるという実感こそが、無

力感を克服する最強の処方箋』 なんですよね。」 

谷川 「寄合処は、その処方箋が日常的に手渡される

場所なんですね。」 

 

◆「介護・援助」から『応援』へ 

三好 「寄合処が大切にしている言葉は“応援”です。

 上下ではなく横並び。誰もが主役になれる。」 

石田 「ガラス戸に掲げた『全ての世代のご縁がまあ

るい円になるように』 という言葉は、私たちの願いそ

のものです。」 

谷川 「“まあるい円（縁）”…本当に美しい表現で

すね。」 

 

◆新たな一歩『相談支援事業所さんちゃん』 

三好 「新規事業『相談支援事業所さんちゃん』を開

設しました。 寄合処と連携し、日常の中で住民の異変

を早期に察知し、必要な支援へつなぐ仕組みを整えて

います。」 

石田 「“ちゃんと向き合い、ちゃんと考え、ちゃん

と歩む”。“ちゃん”を重ねて、みんなによし。そん

な事業所です。」 

 

◆小さくても、しなやかな一歩を 

谷川 「共生社会に正解はありません。でも、寄合処

のように“混ざり合う日常”があるだけで、地域はし

なやかに強くなる。」 

三好 「難しく考えなくていいんです。若い世代の思

いを取り入れながら“ゆるっと話す”だけで、もう一

歩踏み出している。」 

石田 「その一歩が、まあるい円を少しずつ広げてい

くんですよね。」 

谷川 「本日の懇談は、地域の未来を照らす灯りのよ

うでした。ともに老いゆく社会を、これからも皆さん

と紡いでいきたいと思います。」 
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今日もまた一つ一つずつ 何かが変わり始めている… 

 

「御池ブルー」心の散歩 

 

佐々木かなこ（大学非常勤講師） 

 

京都の中心部を東西に走る御池通は、京都市役所の正面にもあたるが、烏丸通と河原町通を走る通

りである。その歩道の一部に「御池ブルー」と呼ばれる鮮やかな紫陽花が咲き誇っている。通りの北側が

青一色の紫陽花で、南側は白一色である。 

この紫陽花が「御池ブルー」と呼ばれるようになったのは最近である。

この界隈は、ビジネス街でもあり、ホテルやマンションも立ち並び、どこ

かオシャレ感がある。街路樹の根元に、四季折々の花をあしらう花壇が

ある。「四季の花ストリート事業・御池通スポンサー花壇」として、近隣の

企業や医院、商店などが資金を出し合い、花壇を作り、その手入れも行

き届いている。「御池ブルー」も梅雨の季節の花として一役を担っている。

ニュースで紹介されたこともあり、写真を撮る人が増えたように思う。 

京都と言えば、平安京の都、歴史の街として有名である。しかし、常に

新しい息吹を感じさせる一面もある。年間を通して観光客は絶えない

が、ここ数年は「押し寄せてくる荒波」にも似た様相にあり、様々な問題

を引き起こしている。行き交う人々の言葉がほぼ外国語である。ニュー

ヨークにいるのかと錯覚さえ覚える。日本人は大声で話をしないが、通

りを歩く外国人はスポーツ観戦のボリュームで話す。 

先日、面白い光景に遭遇した。電車の中で、外国人が他の外国人に、「ここは日本だ、日本の文化は

静かだ、日本のルールを守れ」と言っていた。注意された人は、しぶしぶ話をやめて静かになった。日本

の文化を語り、日本を味わいたい人もいる。不快さを諭す外国人に私は笑顔を向け、心で拍手を送った。 

また、時代とともに街も変容していく。京都も高齢化が進む中で、郊外の家を売却し、利便性の良い

都心のマンションに引っ越しをしてくる層もいる。私もその一人である。 

街路樹のベンチに座り、行き交う人々を眺めるのも楽しい。ペットを連れた人の多いこと、ストロー入

りの飲み物を片手にする人も同じ。最も気になるのは老人層が多いことである。「毎日が日曜日」をどの

ように暮らしているのか聞いてみたい。これまでも団塊の世代とか、後期高齢者などと、「年寄り」を十把

一絡げにした呼び方をされてきた。当の本人は「ただ数字が多いだけ」と気にもしていない。むしろ、「今

が一番いい」とさえ思っている。あくせくと時間に追われることもなく、自分の好みで動き、お金も多少あ

る。何より月日をかけて経験してきた思考と分別の自信がある。しかし、これからはわからないが。人か

ら見たら違和感があるかもしれないが、自分では不満がない。 

日本人間関係学会では、「終身会員」の制度が整えられたらしい。長きにわたって所属し研鑽を摘ん

できた仲間をいたわろうとする配慮に感謝したい。該当する身として、今後、学会とどのような関係を築

いていくべきか、貢献できることはあるかを考えていきたい。 

「御池ブルー」は安らぎと潤いの色だと思う。 
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人間関係士の必要性 

 

白石京子（（日本医科学大学校/親子心理教育研究所/人間関係・HRST研究会） 

 

現代社会は、対立の先鋭化、孤立の進行、価値観の多様化などにより、人と人との関係が不安定にな

りやすく、殺伐とした空気が広がりやすい。家庭、学校、職場、地域のいずれにおいても、対話の断絶や

誤解が生じやすく、関係の不調がそのまま支援の停滞や不適応につながる場面が増えている。こうした

社会状況の中で、人と人が安心して向き合い、かかわりながら学び合う場をつくる役割を担う人間関係

士の必要性は高まっている。 

 

人間関係士は、人と人とのやり取りの特徴や、関係がうまくいかなくなる場面を丁寧に見立て、対話の

流れを整え、関係の再構築を支える専門職である。保育・教育・医療・福祉などの対人援助領域では、相

談者の不安、家族間の葛藤、保護者と学校の行き違い、医療方針をめぐる意見の不一致など、関係の質

が支援の成否を左右する場面が多い。人間関係士は、こうした関係の揺らぎを丁寧に観察し、安心して

話し合える場をつくり、協働を促す役割を担う。 

 

制度面でも、人間関係士の役割は重要である。家族法改正、虐待防止体制の強化、就学支援の充実

など、制度が「関係の調整」を前提とする方向へ進んでいる。制度が整備されても、現場では父母間の

対立、保護者と学校の不信、専門職同士の価値観の違いなど、関係の問題が支援の妨げとなることが

少なくない。制度と現場の間をつなぎ、関係の調整を専門的に支える人材が不可欠である。 

 

また、子どもの権利保障の観点からも、人間関係士の役割は大きい。子どもは大人の関係の影響を

強く受ける存在であり、家庭内の葛藤や学校での不適応がある場合、子どもの声がかき消されやすい。

人間関係士は、子どもの気持ちや意向を丁寧に聴き取り、必要な場で代わって伝え、子どもが「大人は

自分を守ってくれる」と信頼できる関係を支える役割を担う。これは、子どもの安心と成長を守るうえで

欠かせない視点である。 

 

さらに、人間関係士は、領域を超えて人が集い、かかわりながら学ぶ機会をつくる役割を持つ。保育

者、教員、医療職、福祉職、行政職、そして学生や一般の方が同じ場に集い、関係の理解を深めることは、

社会全体の関係力を高める基盤となる。こうした学びの場は、専門職だけでなく、広く社会に開かれ、誰

もが参加できるものである。 

 

そして、人間関係士の根底には、人は生涯発達し続ける可塑性をもつという確かな前提がある。関係

は固定されたものではなく、人もまた変わり続ける存在である。だからこそ、対話を通じて関係は新しく

なり、支援は未来へ向けて開かれていく。 

 

以上のように、人間関係士は、殺伐とした社会の中で、人がかかわりながら学び、支え合う社会をつく

るために不可欠な専門職である。領域横断の学びと協働を促し、学生や一般の方にも広く知ってもらう

ことで、関係の力を社会全体に広げていくことが期待される。人との関係性の可能性を創造する力を、

私たちは信じ続けたい。 
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令和7(2025)年度 第5回 日本人間関係学会理事会議事録 
 

日時：令和 7(2025)年12月13日(土) 10時30分～11時40分 

方法： Zoom によるオンライン会議  

出席者：伊賀、占部、大石、加藤、佐々木、佐藤、杉本、鈴木、田中 (康)、谷川 (和)、早坂、三好、

目黒、森、山﨑の 15名、および 4名の理事からの委任状（理事長一任）を受領し、計 19名の出席に

より理事会は成立した。（敬称略・ 50音順）  

 

・理事長挨拶：全国大会開催協力への御礼が述べられ、重ねて資格・人間関係士のための「ガイ

ドブック」作成に向けての協力要請があった。  

 

【協議事項】  

１．第 33回全国大会報告：山﨑大会委員長より、全国大会が関係者の協力と多くの出席者のご参

加のもと盛会裏に催行され、その概要は学会 HP に「報告」として掲載された旨、報告があった。  

 

２．全国大会での口頭発表表彰と対応事案について ：書面による臨時理事会の審議経過を受けて

の「優秀賞」授与についての公表を含めた措置について審議され、異議なく承認された。また、

対応事案の措置について早坂理事長の説明後に審議され、理事長一任による措置が審議の結果、

異議なく承認された。併せて、今後の表彰者選考方法も再確認の上、異議なく承認された。  

 

３．人間関係士資格制度及びガイドブックについて ：杉本資格委員会委員長から資格「人間関係

士」養成用の「ガイドブック」の編集状況についての報告があり、また第 3回理事会で諮問を受け

たガイドブック発刊の「発注数と見積り」については資格委員会の決定に一任することが審議の

結果、異議なく承認された。  

 

４．令和 6(2024)年度決算報告及び令和 7(2025)年度予算案について： 鈴木事務局長から全国大会

時での報告及び予算案についての補足説明があり、全国大会時に承認された内容にて監事監査を

進めることが審議の結果、異議なく承認された。  

 

５．各種委員会委員の交替対応について ：釜野編集委員会委員長からの同委員会委員長交代の要

請を受けての同委員会での検討の結果、目黒理事が推薦され、ご本人の承諾を得たことを受けて

の審議の結果、異議なく承認された。  

 

６．編集委員会委員及び学会誌投稿規程等の修正について ：目黒理事が編集委員会委員長となり、

併せて同委員会委員の構成についての早坂理事長の報告を受けての目黒委員長から投稿規定改定

案の説明があり、同委員会による「投稿規程」等についての改定案が審議の結果、異議なく承認

され、学会 HP 並びに第30号の学会誌巻末への掲載についても審議の結果、異議なく承認された。  
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７．理事長改選方法及び法人管理について ：早坂理事長より令和 8(2026)年度初めの理事会におい

て理事長改選方法とその時期についての提案の提供依頼が全理事に求められた。また、これに関

連する法人運営の手続きについて依頼した司法書士と進めていく上で、総会開催時期と全国大会

での総会との整合性のための手続きの必要性の説明が早坂理事長から説明があり、共通認識が得

られた。  

 

８．会員の入・退会について ：鈴木事務局長から報告事項のないことが報告された。  

 

９．次回理事会開催予定日時について ：年明けの 1月か2月の土曜日の午前中に開催したい旨の案

が述べられ、特に意見はなかった。  

 

10．その他 ：特にないことが確認された。  

 

【報告事項】  

１．その他 ：特にないことの確認を以て、今回の理事会を終了した。  

 

 

令和7(2025)年度 第6回 日本人間関係学会理事会議事録 
 

令和7(2025)年度日本人間関係学会第6回理事会議事録 

日時：令和 8(2026)年2月28日(土) 10時30分～12時00分 

方法： Zoom によるオンライン会議  

出席者：伊賀、占部、佐藤、杉本、鈴木、田中 (典)、谷川 (和)、永野、早坂、目黒、森の 11名、お

よび 6名の理事からの委任状（理事長一任）を受領し、計 17名の出席により理事会は成立した。（敬

称略・ 50音順）  

 

・理事長挨拶：認定資格「人間関係士」養成のための「ガイドブック」の作成に向けて最終的な

協力要請があり、また次回全国大会への期待が述べられた。  

 

【協議事項】  

１．「ガイドブック」の編集と発刊について ：杉本資格委員会委員長から資格「人間関係士」養

成用の「ガイドブック」の最終的な編集状況と発刊後の予定、また「発注数・見積金額」について

の説明があり、審議の結果、異議なく承認された。  

 

２．第 34回全国大会について ：宇都宮共和大学にて開催予定の第 34回全国大会について杉本大会

委員長より、日程・大会テーマ及び概要が説明され、審議の結果、異議なく承認された。  

 

３．学会誌発刊・送付報告及び査読システムの改善案について ：目黒編集委員会委員長より学会
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誌の発刊及び送付等の説明、そして投稿等についての規程の改定、また特に査読システム変更点

についての追加案が説明され、審議の結果、異議なく承認された。  

 

４．令和 6(2024)年度決算報告及び令和 7(2025)年度予算案について ：鈴木事務局長から全国大会

時での両案についての前回理事会後の説明補足があり、審議の結果、異議なく承認された。  

 

５．法人手続き及び理事長・理事改選について ：早坂理事長より令和 8(2026)年度での理事長・理

事改選についての提案がなされてきたが、法人としての定款上の総会開催時期と全国大会での総

会開催時期との整合性を図るための調整案についての説明があり、更に継続して検討・審議を加

えることとした。  

 

６．年会費の高齢会員への配慮対応について ：理事長から本学会でも高齢会員への配慮制度を設

けるべき時期に来ているのではないかとの提案に、審議の結果、異議なく承認が得られたので、

他学会の制度の収集に着手し、成案を得た上で理事会及び総会に諮ることとした。  

 

７．学会ニュースについて： 谷川(和)理事から 2月度の学会HP への「学会ニュース第 110号」の掲

載について説明があり、併せて今後の原稿募集の依頼があった。  

 

８．会員の入・退会について ：鈴木事務局長から報告事項がない旨の報告があった。  

 

９．理事退任について ：加藤誠之理事から令和 8年2月27日付を以て理事退任の連絡があった旨の

報告が早坂理事長から述べられ、審議の結果、異議なく承認された。  

 

10．次回理事会開催予定日時について ：年度初めに開催したい旨の案が述べられ、特に意見はな

かった。  

 

11．その他 ：特にないことが確認された。  

 

【報告事項】  

１．関西・東海地区会開催報告 ：令和 7年12月に開催された第 84回目の地区会で、三好会員と早坂

会員による研究発表がされたことが報告された。  

 

２．その他 ：特にないことの確認を以て、今回の理事会を終了した。  

 

 

令和8(2026)年度 第1回 日本人間関係学会理事会議事録 
 

日時：令和 8(2026)年4月29日(水・祝 ) 13時00分～14時30分 
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方法： Zoom によるオンライン会議  

出席者：占部、佐々木、佐藤、杉本、鈴木、田中 (典)、早坂、目黒、山﨑の 9名と丸谷監事、およ

び8名の理事からの委任状（理事長一任）を受領し、計 17名の出席により理事会は成立した。（敬

称略・ 50音順）  

 

・理事長挨拶：認定資格「人間関係士」養成のための「ガイドブック」の発刊に際しての協力へ

のお礼が述べられ、また次回全国大会への協力依頼があった。  

 

【協議事項】  

１．「ガイドブック」の発刊及びその後の計画について ：杉本資格委員会委員長から資格「人間

関係士」養成のための「ガイドブック」の発刊後の計画及び研修等の諸書式と手続きについての

説明があり、審議の結果、異議なく承認された。  

 

２．第 34回全国大会について ：杉本大会委員長より第 34回全国大会についての日程・大会テーマ

及び口頭研究発表をはじめとするスケジュールが、また参加費等の具体的運営については臨時の

メールによる会議に委ねたい旨が説明され、審議の結果、異議なく承認された。  

 

３．法人手続きと理事長・理事改選について ：早坂理事長より理事長・理事改選についての提案

がなされてきたが、改選等について定款上の総会開催と全国大会での総会開催との整合性を図る

ための調整についての説明があり、司法書士に相談の上、更に検討を加えていくことが審議の結

果、異議なく承認された。  

 

４．研究委員会の副委員長の推薦について ：早坂理事長から研究委員会副委員長に大石理事の推

薦が報告され、また占部委員長の要請を受けて山﨑理事が推薦され、審議の結果、異議なく両理

事の副委員長就任が承認された。  

 

５．学会 HP の「委員会」における各委員会（編集・研究・資格・研修・広報）の紹介文の修正

依頼について ：早坂理事長から紹介文の修正が提案され、審議の結果、異議なく承認された。  

 

６．「本学会における研究動向の 30年史」への投稿について ：早坂理事長より標題の研究論文投

稿についての相談を受けていたが、投稿締め切り時期が 3月末であったので、事後ながら承認につ

いて審議が求められ、異議なく承認された。  

 

７．会員の入・退会について ：鈴木事務局長より 2名の新入会員の紹介があり、早坂理事長からの

入会希望者についての詳細説明の後、審議の結果、異議なく承認された。  

 

８．令和 7(2025)年度立替金の精算について ：鈴木事務局長より令和 7(2025)年度の立替金の支払

いの申告要請があったが、現時点及び出席者からは特に申出はなかった。  
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９．学会封筒（角 2・長 3）発注及びロゴ挿入の件 ：鈴木事務局長より学会用事務封筒 2種の発注に

ついて、デザインとともに説明があり、関係理事との調整のもとの発注が、審議の結果、異議な

く承認された。  

 

10．次回理事会開催予定日時について ：早坂理事長より、全国大会の進捗に応じて臨時理事会の

開催及び次回理事会を5月末に開催したい旨の計画が説明され、審議の結果、異議なく承認された。  

 

11．その他 ：特にないことが確認された。  

 

【報告事項】  

１．地区会開催報告 ：第 85回関西・東海地区会が令和 8年3月に開催され、社会員と舩越会員によ

る研究発表があった旨の報告がなされた。  

 

２．その他 ：特にないことの確認を以て、今回の理事会を終了した。  

 

 

令和8(2026)年度 第2回 日本人間関係学会理事会議事録 
 

日時：令和 8(2026)年5月31日(日) 10時30分～11時30分 

方法： Zoom によるオンライン会議  

出席者：伊賀、占部、佐々木、佐藤、杉本、鈴木、田中 (典)、永野、早坂、藤川、目黒、森の 12名、

および 6名の理事からの委任状（理事長一任）を受領し、計 18名の出席により理事会は成立した。

（敬称略・ 50音順）  

 

・理事長挨拶：特に、第 34回全国大会開催についての協力要請があった。  

 

【協議事項】  

１．第 34回全国大会について ：杉本全国大会委員長より資料を介して、 ①今年度全国大会の申込

み及びそれらの締め切り日の設定の一部延期について並びに口頭研究発表とラウンドテーブルの

申込数の報告があり、会員からの協力と大会参加への催促督励が求められた。次に、 ②人間関係

士資格申請及び講座等の計画と運営についての詳細な提案があり、審議の結果、異議なく承認さ

れると共に講座等への企画・運営への協力が求められた。 ③宿泊については、特に今回の開催期

間は大型連休となるため大会委員長予約のホテルへの予約申込の案内があった。また、台風や線

状降水帯、そして最近顕著になっている熊の出没等からの大会スケジュールへの影響について、

学会HP と事務局長からの一括メールにての案内の対応が提案され、その協力が審議の結果、異議

なく承認された。 ④広告・協賛への協力要請が求められ、早坂理事長からの早速の協力対応が述

べられた。最後に、⑤大会実行委員会メンバーの確認及び実行委員についての提案の確認があり、

審議の結果、異議なく承認された。  
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２．全国大会での語り旅部会・エクスカーションの計画と内容について ：佐々木委員長から 9月

18日に計画されているエクスカーションの内容について、案内資料を基に詳細の説明があり、審

議の結果、異議なく承認された。  

 

３．学会封筒（角 2・長 3）発注及びロゴ挿入の件 ：鈴木事務局長から、デザイン案が示され、審

議の結果、異議なく承認された。尚、料金別納の表示について意見があり、これまでの利用につ

いての助言のもと記載・掲載することが審議の結果、異議なく承認された。  

 

４．会員の入・退会について ：鈴木事務局長から、この間の異動のないことが報告された。  

 

５．次回理事会開催予定日時について ：早坂理事長から、全国大会準備への協力のため 6月末の土

曜日開催案が述べられ、異議はなかった。  

 

６．その他 ：学会賞及び優秀賞等の名称と内容及び対象者についての確認が求められ、理事長及

び関係者の意見集約した規程案の提示が、更にはそれらの選考方法の提示を含めた内容が早坂理

事長から説明され、審議の結果、異議なく承認された。他には、特にないことが確認された。  

 

【報告事項】  

１．地区会開催報告：第 86回関西・東海地区会が令和8年6月6日に開催されることの報告があった。  

 

２．その他 ：特にないことの確認を以て、今回の理事会を終了した。  

 

 

令和8(2026)年度 第3回 日本人間関係学会理事会議事録 
 

日時：令和 8(2026)年6月27日(土) 10時30分～11時40分 

方法： Zoom によるオンライン会議  

出席者：伊賀、占部、大石、佐々木、佐藤、杉本、鈴木、田中 (典)、田中 (康)、谷川 (和)、永野、

早坂、藤川、三好の 14名、および 4名の理事からの委任状（理事長一任）を受領し、計 18名の出席

により理事会は成立した。（敬称略・ 50音順）  

 

・理事長挨拶：全理事一丸となっての全国大会の開催と人間関係資格活動の展開について協力が

求められた。  

 

【協議事項】  

１．理事長選出及び臨時総会開催と法人登記申請について ：早坂理事長から令和 7(2025)年度全国

大会総会での審議を経て理事長登記申請へ向けての理事の意見表明を受け、理事長及び副理事長

並びに理事の重任についての慎重審議の結果、異議なく全員一致で同案の承認が決議された。ま
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た、理事会終了後にメールでの一括送信による全会員による「臨時総会」開催について審議も異

議なく承認され、本理事会後に鈴木事務局長から全会員に一括送信することとした。  

 

２．第 34回全国大会について：杉本全国大会委員長から口頭発表申込数が 13名に及んでいること。

また、大会参加者数並びに宿泊・情報交換会参加申込等の申込みが少ないので理事各位を含めて

の申込み手続を今月中にお願いしたいこと、更にはラウンドテーブルやワークショップ企画の検

討と申込みへの依頼が述べられた。尚、「プログラム・発表要旨集」の理事による最終校正を 8月

上旬に依頼し、その後の手続きを経て全会員に送付したいとの計画が述べられた。併せて、広告・

協賛への応募状況の報告と謝意が述べられた。  

 

３．各種規定等の案について ：早坂理事長から本理事会開催前に資料の送信された「高齢者への

学会年度会費の無償化」について、「終身」との名称変更への意見があり、その採択と共に規定

は審議の結果、異議なく承認された。次に、送付資料で提案されていた口頭発表の「優秀賞」選

考方法に関する規程について審議され、異議なく承認された。  

 

４．入退会について ：鈴木事務局長から藤川理事推薦の 4名の希望者及び推薦者がいない準会員希

望者については理事長と事務局長が面談した業績及び入会動機の確認に基づく内容が報告され、

計5人の入会が審議の結果、異議なく承認された。  

 

５．次年度の全国大会について ：早坂理事長から自薦・他薦で来年度の全国大会開催会場候補に

ついての依頼が述べられ、三好理事から所属大学にての開催の申出があり、大学内での調整を進

めて頂くことが、審議の結果、異議なく承認された。  

 

６．次回理事会開催予定日時について ：早坂理事長から、全国大会開催前の理事会開催の日程案

が示され、調整の結果 8月22日(日)午後5時から開催とすることを決した。  

 

７．その他 ：  

①谷川(和)広報委員長から次回「学会ニュース」掲載への投稿が依頼された。  

②占部理事から変革期の社会にあっての研究及び学会活動への本学会の役割についての検討の機

会を設けていくことへの期待が述べられた。これに対し、資格養成機会の企画や社会貢献活動の

多様化などの具体的な企画の表明があった。今後の 検討審議の継続が承認された。  

その他、特にないことが確認された。  

 

【報告事項】  

１．その他 ：特にないことの確認を以て、終了した。  

以上 
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【会員動向】（2026年４月１日〜2026年７月31日） 

2026年7月31日現在 

会員146名（正会員：118名 一般会員：11名 準会員17名 賛助会員０） 

〈入会者〉 

正会員：9名 伊藤華野・河合高鋭・松本圭朗・渡辺朗生・磯野洋一・早川典子・吉田宗範・  林

真紀・星野谷優子 

準会員：1名 平塚弥生 

（敬称略） 

 

7月28日の地震の速報に、驚きと戸惑いを隠すことができませんでした。令和８年熊本地震で被災

された皆さまに、心よりお見舞い申し上げます。大きな余震が続き、暑さのなか、避難をされている方

も多いことと存じます。皆さまとご家族の安全と被災地の一日も早い復旧・復興を心よりお祈り申し

上げます。 
 

また、被災地における救命・救助活動や支援活動に尽力されております方々に対し、深く敬意を表す

とともに、本学会としましても、復旧・復興に向けて可能な支援に努めたいと存じます。 
 

今年の第34回全国大会は、９月18日・19日の両日、栃木県宇都宮市にございます、宇都宮共和大

学シティキャンパスにて開催されます。大会テーマは、「未来に繋ぐ人間関係〜人間関係士の果たすべ

き役割とは〜」です。多くの皆さまのご参加をお待ち申しております。引き続き、皆さまのご高配を賜

りたく存じます。何卒、よろしくお願い致します。 

（日本人間関係学会 事務局 鈴木満） 

  

 

 

 
「北から、南から」 のコーナー では、 会員からの投稿をお待ちしております 。  

 
お寄せいただきたい のは、 A4 用紙・半枚から 1 枚。 多少オーバーしても大丈夫。  

 
日々の生活で感じたことや、思い浮かんだこと、 作品などお便りに載せてください。  

 
 

1 月末までの投稿分は 2 月発行のニュースに掲載 されます  
 

7 月末までの投稿分は 8 月発行のニュースに掲載 されます  
        

送付先 広報委員会（谷川）まで  tanikawa@kusw.ac.jp   

（編集後記）  

 令和8年熊本地震で被災された皆様に、心よりお見舞い申し上げます。本号を編集しながら、会員の皆様が

それぞれの地域で人間関係を支え続けている姿を思い浮かべていました。  今回の大会テーマ「未来につなぐ

人間関係」は、まさに皆様の日々の実践と響き合う言葉だと感じています。宇都宮共和大学での全国大会で、

皆様と未来への可能性を語り合えることを楽しみにしております。                （谷川）  
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